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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

　

  当社の連結子会社である株式会社リテールコム（以下、「ＲＴＣ」という）において、一部の取引先との間で不適

切な取引が行われていた可能性が高いことが判明したことを受けて、平成23年３月24日に内部調査委員会（委員長：

代表取締役社長　森原　哲也）を設置して、事実関係の調査を開始したところ、ＲＴＣが数年間に及ぶ多数回の循環取

引に関係している疑い及び係る取引が連結業績に影響を与える可能性が判明したため、公正中立かつ独立した立場か

らの調査を確保すべく、同月28日に外部調査委員会（委員長：関口　智弘　弁護士）を設置し、本件調査を鋭意進めて

まいりました。

  外部調査委員会の調査の結果、当社及びＲＴＣは、平成20年12月頃から平成23年3月までの間に、当社グループに属

しない第三者である取引先との間で循環取引等の不正な取引に関与し、架空売上や架空仕入の計上等の不適切な会計

処理が行われていたことが明らかになりました。

  当社は、判明した損失額を、年度別に適正に振り当てる作業を実施しましたが、その結果、過大に計上されていた売

掛金、買掛金、棚卸資産、売上高及び売上原価の訂正等、過年度における連結財務諸表等の訂正が必要となりましたの

で、金融商品取引法第24条の２第１項の規定に基づき、平成21年６月29日に提出しました第21期（自　平成20年４月１

日　至　平成21年３月31日）に係る有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。

  訂正後の連結財務諸表については、有限責任監査法人トーマツにより再度監査を受けており、その監査報告書を添

付しております。

  なお、連結財務諸表の記載事項に係る訂正箇所についてはＸＢＲＬの訂正も行ったため、併せて訂正後のＸＢＲＬ

形式のデータ一式（表示情報ファイルを含む）を提出しております。

　

２ 【訂正事項】

　

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

第２ 【事業の状況】

１ 【業績等の概要】

２ 【販売の状況】

７ 【財政状態及び経営成績の分析】

第４ 【提出会社の状況】

３ 【配当政策】

第５ 【経理の状況】

１ 【連結財務諸表等】

(1)連結財務諸表

(2)その他

[監査報告書]

　

３ 【訂正箇所】

　

訂正箇所は＿を付して表示しております。
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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

(訂正前)2ページ　

(1）連結経営指標等

回次 第17期 第18期 第19期 第20期 第21期
決算年月 平成17年３月 平成18年３月 平成19年３月 平成20年３月 平成21年３月

売上高 （百万円） 151,104 181,194 225,781 246,202       252,303

経常利益 （百万円） 4,779 6,273 6,863 10,175 9,745

当期純利益 （百万円） 2,767 5,593 5,600 2,747 1,709

純資産額 （百万円） 17,155 34,607 37,550 35,623 34,910

総資産額 （百万円） 73,566 118,258 120,444 124,182 121,286

１株当たり純資産額 （円） 65,637.99118,509.9362,090.3360,899.4461,521.31

１株当たり当期純利

益
（円） 10,623.2521,063.789,594.424,716.333,072.50

潜在株式調整後１株

当たり当期純利益
（円） 10,566.1121,000.119,547.454,685.703,069.58

自己資本比率 （％） 23.3 29.3 30.1 27.7 27.1

自己資本利益率 （％） 17.5 21.6 15.8 7.8 5.2

株価収益率 （倍） 29.4 21.9 24.9 17.5 18.5

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 2,553 9,457 3,588 7,811 △263

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △2,924 △4,623 △5,248 △3,477 △819

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 2,122 11,464 325 △331 △7,096

現金及び現金同等物

の期末残高
（百万円） 7,422 23,718 22,385 26,388 18,208

従業員数

（外、平均臨時雇用者

数）

（名）
1,776

(4,638)

1,982

(4,591)

2,068

(6,576)

2,071

(6,617)

2,868

(7,781)

　（注）１　売上高には消費税等は含まれておりません。

２　第19期より「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」（企業会計基準第５号）及び「貸借対照表

の純資産の部の表示に関する会計基準等の適用指針」（企業会計基準適用指針第８号）を適用しておりま

す。

３　平成18年４月１日付けで１株を２株に株式分割いたしました。　
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(訂正後)　

(1）連結経営指標等

回次 第17期 第18期 第19期 第20期 第21期
決算年月 平成17年３月 平成18年３月 平成19年３月 平成20年３月 平成21年３月

売上高 （百万円） 151,104 181,194 225,781 246,202     252,198

経常利益 （百万円） 4,779 6,273 6,863 10,175 9,744

当期純利益 （百万円） 2,767 5,593 5,600 2,747 1,654

純資産額 （百万円） 17,155 34,607 37,550 35,623 34,855

総資産額 （百万円） 73,566 118,258 120,444 124,182 121,182

１株当たり純資産額 （円） 65,637.99118,509.9362,090.3360,899.4461,418.39

１株当たり当期純利

益
（円） 10,623.2521,063.789,594.424,716.332,973.53

潜在株式調整後１株

当たり当期純利益
（円） 10,566.1121,000.119,547.454,685.702,970.63

自己資本比率 （％） 23.3 29.3 30.1 27.7 27.1

自己資本利益率 （％） 17.5 21.6 15.8 7.8 4.9

株価収益率 （倍） 29.4 21.9 24.9 17.5 19.1

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 2,553 9,457 3,588 7,811 △263

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △2,924 △4,623 △5,248 △3,477 △819

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 2,122 11,464 325 △331 △7,096

現金及び現金同等物

の期末残高
（百万円） 7,422 23,718 22,385 26,388 18,208

従業員数

（外、平均臨時雇用者

数）

（名）
1,776

(4,638)

1,982

(4,591)

2,068

(6,576)

2,071

(6,617)

2,868

(7,781)

　（注）１　売上高には消費税等は含まれておりません。

２　第19期より「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」（企業会計基準第５号）及び「貸借対照表

の純資産の部の表示に関する会計基準等の適用指針」（企業会計基準適用指針第８号）を適用しておりま

す。

３　平成18年４月１日付けで１株を２株に株式分割いたしました。
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第２【事業の状況】

１【業績等の概要】

（訂正前）10ページ　

当連結会計年度における事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

　事業の種類別セグメント  
　平成20年３月期 平成21年３月期 前年同期比

（百万円） （百万円）　 （%）　

メディア事業
売上高 220,635 213,687     96.8

営業利益 12,301 11,389     92.5

不動産事業
売上高 9,011 10,705     118.7

営業利益 1,094 851     77.7

アミューズメント事業
売上高 7,171 6,435     89.7

営業損失 △143 △273     -

リサイクル事業
売上高     - 14,183     -

営業利益     - 471     -

その他の事業
売上高 9,384 7,291     77.6

営業損失 △1,030 △549     -

 

（訂正後）

当連結会計年度における事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

　事業の種類別セグメント  
　平成20年３月期 平成21年３月期 前年同期比

（百万円） （百万円）　 （%）　

メディア事業
売上高 220,635 213,582     96.8

営業利益 12,301 11,388     92.5

不動産事業
売上高 9,011 10,705     118.7

営業利益 1,094 851     77.7

アミューズメント事業
売上高 7,171 6,435     89.7

営業損失 △143 △273     -

リサイクル事業
売上高     - 14,183     -

営業利益     - 471     -

その他の事業
売上高 9,384 7,291     77.6

営業損失 △1,030 △549     -

 

（訂正前）13ページ

（次期の見通し）

　平成22年３月期の業績見通しとしましては、昨今の経済環境および消費動向などから、引き続き景気回復の見通しが

不透明な状況で推移するものと考えられ、当社グループにおける各事業部門におきましても、売上高の大幅な回復は

厳しいものと想定しております。 

　このような状況のもと、各事業におきましては営業効率の向上に努め、効果的な営業活動を行っていくこととし、店

舗・施設の売場の見直しなどを積極的に実施することで、企業体質の強化にも取り組んでまいります。 

 

　メディア事業におきましては、前連結会計年度においてレンタルビデオの撤去、レンタルコミックの導入などを含め

た既存店のリニューアルを重点的に実施したことから新規出店数が少なく、収益の低い店舗の移転・閉店も積極的に

実施しました。そのため、ゲオショップ直営店数は６店舗の減少となったことと、主力商材のレンタルＤＶＤおよび

ゲーム関連商品の売上動向として、当面は大幅な回復が見込めないことから、売上高の大きな増加は想定しておりま

せん。 

　しかしながら、レンタルＤＶＤにおいては、原価率が前連結会計年度よりもさらに改善する見通しであることや、収

益効果の高い商品構成の見直しなどを実施することにより、営業利益ベースでは前連結会計年度を上回る見通しと

なっております。 

 

　メディア事業以外の部門につきましては、不動産事業では消費者の買い控え傾向が継続し、市場の低迷は長期化する

ものと想定されており、平成22年３月期におきましてはリセール事業に注力して行く予定であります。当面デベロッ

プメント事業は抑制していく予定でありますので、不動産事業における収益につきましては前連結会計年度の半分程

度となる見通しであります。 
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　アミューズメント事業では、引き続き厳しい事業環境が続くものと予想されますが、当事業における黒字転換を目指

して、組織体制、人事政策、さらなるコストカットなどを含めたさまざまな施策を実施してまいります。 

　リサイクル事業におきましても、業界の先行きは不透明であるものの、生活防衛意識の高まりから一定の需要は見込

めるものと考えております。 

　このような中、リサイクル事業では新規出店を推進し、セカンドストリートブランドの認知向上に努め、首都圏・中

部・関西地区を中心に30店舗の出店を予定しております。また、商品買取力の強化、既存店運営レベルの平準化、サ

ポート体制の強化など、事業運営基盤の強化に注力し、収益の拡大に努めてまいります。 

  

 

　以上のような見通しから、平成22年３月期の連結業績予想として、売上高253,500百万円（前期比0.4％増）、営業利

益10,500百万円（前期比2.6％増）、経常利益9,500百万円（前期比2.5％減）、当期純利益4,500百万円（前期比

163.2％増）を見込んでおります。　 

（訂正後）

（次期の見通し）

　平成22年３月期の業績見通しとしましては、昨今の経済環境および消費動向などから、引き続き景気回復の見通しが

不透明な状況で推移するものと考えられ、当社グループにおける各事業部門におきましても、売上高の大幅な回復は

厳しいものと想定しております。 

　このような状況のもと、各事業におきましては営業効率の向上に努め、効果的な営業活動を行っていくこととし、店

舗・施設の売場の見直しなどを積極的に実施することで、企業体質の強化にも取り組んでまいります。 

 

　メディア事業におきましては、前連結会計年度においてレンタルビデオの撤去、レンタルコミックの導入などを含め

た既存店のリニューアルを重点的に実施したことから新規出店数が少なく、収益の低い店舗の移転・閉店も積極的に

実施しました。そのため、ゲオショップ直営店数は６店舗の減少となったことと、主力商材のレンタルＤＶＤおよび

ゲーム関連商品の売上動向として、当面は大幅な回復が見込めないことから、売上高の大きな増加は想定しておりま

せん。 

　しかしながら、レンタルＤＶＤにおいては、原価率が前連結会計年度よりもさらに改善する見通しであることや、収

益効果の高い商品構成の見直しなどを実施することにより、営業利益ベースでは前連結会計年度を上回る見通しと

なっております。 

 

　メディア事業以外の部門につきましては、不動産事業では消費者の買い控え傾向が継続し、市場の低迷は長期化する

ものと想定されており、平成22年３月期におきましてはリセール事業に注力して行く予定であります。当面デベロッ

プメント事業は抑制していく予定でありますので、不動産事業における収益につきましては前連結会計年度の半分程

度となる見通しであります。 

　アミューズメント事業では、引き続き厳しい事業環境が続くものと予想されますが、当事業における黒字転換を目指

して、組織体制、人事政策、さらなるコストカットなどを含めたさまざまな施策を実施してまいります。 

　リサイクル事業におきましても、業界の先行きは不透明であるものの、生活防衛意識の高まりから一定の需要は見込

めるものと考えております。 

　このような中、リサイクル事業では新規出店を推進し、セカンドストリートブランドの認知向上に努め、首都圏・中

部・関西地区を中心に30店舗の出店を予定しております。また、商品買取力の強化、既存店運営レベルの平準化、サ

ポート体制の強化など、事業運営基盤の強化に注力し、収益の拡大に努めてまいります。 

  

 

　以上のような見通しから、平成22年３月期の連結業績予想として、売上高253,500百万円（前期比0.5％増）、営業利

益10,500百万円（前期比2.7％増）、経常利益9,500百万円（前期比2.5％減）、当期純利益4,500百万円（前期比

172.1％増）を見込んでおります。　 

　

 

（訂正前）14ページ　

(2）キャッシュ・フローの状況

　当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ8,179百万

円減少し、18,208百万円(前年同期比31.0％減)となりました。 

　これはレンタル用資産取得による支出を主な要因とする営業活動による支出、有形固定資産の取得を主な要因と

する投資活動による支出、社債の償還による支出を主な要因とする財務活動による支出がありましたことにより

ます。

　当期における各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

　 営業活動の結果、減少した資金は、263百万円（前年同期は7,811百万円の獲得）となりました。  
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　 これは、レンタル用資産減価償却費が19,739百万円(同11.9％減)、税金等調整前当期純利益が5,725百万円(同

26.1％減)、減価償却費が3,086百万円(同31.2％増)ありましたが、レンタル用資産取得による支出が16,559百万円

(同30.9％減)、法人税等の支払による支出が7,564百万円（同191.9％増）、仕入債務の減少による支出が5,115百

万円(同358.8％増) などがありましたことが主な要因であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　 投資活動の結果、減少した資金は、前連結会計年度末に比べて2,658百万円減少し、819百万円(同76.4％減)となり

ました。

　 これは、投資有価証券の売却による収入が1,080百万円（同149.0％増）、事業譲渡による収入が927百万円（同

340.4％増）ありましたが、有形固定資産の取得による支出が1,633百万円(同41.8％減)、連結子会社追加取得によ

る支出が860百万円ありましたことが主な要因であります。 

 （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

   財務活動の結果、減少した資金は、前連結会計年度末に比べて6,765百万円増加し、7,096百万円(同2043.4％増)

となりました。

　 これは、短期借入金が2,900百万円、長期借入金が4,429百万円それぞれ増加しましたが、社債が9,159百万円減少

し、ファイナンスリース等の返済による支出が2,221百万円、自己株式取得による支出が1,976百万円、配当金の支

払が1,359百万円ありましたことが主な要因であります。

（訂正後）　

(2）キャッシュ・フローの状況

　当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ8,179百万

円減少し、18,208百万円(前年同期比31.0％減)となりました。 

　これはレンタル用資産取得による支出を主な要因とする営業活動による支出、有形固定資産の取得を主な要因と

する投資活動による支出、社債の償還による支出を主な要因とする財務活動による支出がありましたことにより

ます。

　当期における各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

　 営業活動の結果、減少した資金は、263百万円（前年同期は7,811百万円の獲得）となりました。  

　 これは、レンタル用資産減価償却費が19,739百万円(同11.9％減)、税金等調整前当期純利益が5,670百万円(同

26.8％減)、減価償却費が3,086百万円(同31.2％増)ありましたが、レンタル用資産取得による支出が16,559百万円

(同30.9％減)、法人税等の支払による支出が7,564百万円（同191.9％増）、仕入債務の減少による支出が5,165百

万円(同363.3％増) などがありましたことが主な要因であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　 投資活動の結果、減少した資金は、前連結会計年度末に比べて2,658百万円減少し、819百万円(同76.4％減)となり

ました。

　 これは、投資有価証券の売却による収入が1,080百万円（同149.0％増）、事業譲渡による収入が927百万円（同

340.4％増）ありましたが、有形固定資産の取得による支出が1,633百万円(同41.8％減)、連結子会社追加取得によ

る支出が860百万円ありましたことが主な要因であります。 

 （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

   財務活動の結果、減少した資金は、前連結会計年度末に比べて6,765百万円増加し、7,096百万円(同2043.4％増)

となりました。

　 これは、短期借入金が2,900百万円、長期借入金が4,429百万円それぞれ増加しましたが、社債が9,159百万円減少

し、ファイナンスリース等の返済による支出が2,221百万円、自己株式取得による支出が1,976百万円、配当金の支

払が1,359百万円ありましたことが主な要因であります。
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２【販売の状況】

(訂正前)15ページ　

(1）販売実績

　当連結会計年度の販売実績は次のとおりであります。

事業の種類別セグメント

当連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日）

（百万円）

前年同期比（％）

メディア事業

 

店舗運営事業

レンタル 64,561  99.8

リサイクル 51,149  92.1

新品販売 78,302  93.1

その他 1,390  83.1

小計 195,405  94.9

その他 182,282  123.7

小計 213,687 96.8

不動産事業 10,705  118.7

アミューズメント事業 6,435  89.7

リサイクル事業 14,183  －

その他の事業 7,291  77.6

合　計 252,303  102.4

　　　（注）１　本表の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　平成20年７月にリサイクル事業を主な事業とする株式会社フォー・ユーを連結子会社とし、事業セグメ

ントにリサイクル事業を新設しております。　

(訂正後)　

(1）販売実績

　当連結会計年度の販売実績は次のとおりであります。

事業の種類別セグメント

当連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日）

（百万円）

前年同期比（％）

メディア事業

 

店舗運営事業

レンタル 64,561  99.8

リサイクル 51,149  92.1

新品販売 78,302  93.1

その他 1,390  83.1

小計 195,405  94.9

その他 18,177  123.0

小計 213,582 96.8

不動産事業 10,705  118.7

アミューズメント事業 6,435  89.7

リサイクル事業 14,183  －

その他の事業 7,291  77.6

合　計 252,198  102.4

　　　（注）１　本表の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　平成20年７月にリサイクル事業を主な事業とする株式会社フォー・ユーを連結子会社とし、事業セグメ

ントにリサイクル事業を新設しております。　
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７【財政状態及び経営成績の分析】
(訂正前)22ページ　
１．財政状態
(1）流動資産
　当連結会計年度末における流動資産の残高は61,801百万円となり、前年度末の62,928百万円と比べて1,127百万
円減少しております。この主な要因は、現金及び預金がユーロ円建転換社債型新株予約権付社債の買入消却に伴
い7,879百万円減少したことと、不動産事業の仕掛販売用不動産等が3,371百万円増加したためであります。

(2）固定資産
　当連結会計年度末における固定資産の残高は59,483百万円となり、前年度末の61,251百万円と比べて1,767百万
円減少しております。この主な要因は、レンタル商品の新作タイトルが少なかったことから購入が控えられ償却
が進んだことによりレンタル資産としては4,109百万円減少したことと、所有権移転外ファイナンス・リース取
引について、従来の賃貸借取引より売買取引による処理に変更したことにより1,989百万円増加したためであり
ます。

(3）流動負債
　当連結会計年度末における流動負債の残高は47,670百万円となり、前年度末の45,444百万円と比べて2,226百万
円増加しております。この主な要因は、不動産事業の販売用不動産の購入に伴う資金の調達による長期借入金の
期限到来による１年内返済予定長期借入金が4,995百万円増加したことと、ゲームソフト等の新作タイトルが少
なかったことから支払手形及び買掛金が4,886百万円減少したことが主な原因であります。

(4）固定負債
　当連結会計年度末における固定負債の残高は38,705百万円となり、前年度末の43,114百万円と比べて4,409百万
円減少しております。この主な要因は、ユーロ円建転換社債型新株予約権付社債の買入消却により転換社債型新
株予約権付社債が10,670百万円減少したことと、それを支払うための借入を行なったため長期借入金が3,788百
万円増加したためであります。

(5）純資産
　当連結会計年度末における純資産の残高は34,910百万円となり、前年度末の35,623百万円と比べて713百万円減
少しております。この主な要因は、自己株式を1,976百万円取得したことと、株式会社フォー・ユーを子会社にし
たことによる少数株主持分が754百万円増加したためであります。

(訂正後)　
１．財政状態
(1）流動資産
　当連結会計年度末における流動資産の残高は61,697百万円となり、前年度末の62,928百万円と比べて1,231百万
円減少しております。この主な要因は、現金及び預金がユーロ円建転換社債型新株予約権付社債の買入消却に伴
い7,879百万円減少したことと、不動産事業の仕掛販売用不動産等が3,371百万円増加したためであります。

(2）固定資産
　当連結会計年度末における固定資産の残高は59,483百万円となり、前年度末の61,251百万円と比べて1,767百万
円減少しております。この主な要因は、レンタル商品の新作タイトルが少なかったことから購入が控えられ償却
が進んだことによりレンタル資産としては4,109百万円減少したことと、所有権移転外ファイナンス・リース取
引について、従来の賃貸借取引より売買取引による処理に変更したことにより1,989百万円増加したためであり
ます。

(3）流動負債
　当連結会計年度末における流動負債の残高は47,621百万円となり、前年度末の45,444百万円と比べて2,177百万
円増加しております。この主な要因は、不動産事業の販売用不動産の購入に伴う資金の調達による長期借入金の
期限到来による１年内返済予定長期借入金が4,995百万円増加したことと、ゲームソフト等の新作タイトルが少
なかったことから支払手形及び買掛金が4,936百万円減少したことが主な原因であります。

(4）固定負債
　当連結会計年度末における固定負債の残高は38,705百万円となり、前年度末の43,114百万円と比べて4,409百万
円減少しております。この主な要因は、ユーロ円建転換社債型新株予約権付社債の買入消却により転換社債型新
株予約権付社債が10,670百万円減少したことと、それを支払うための借入を行なったため長期借入金が3,788百
万円増加したためであります。

(5）純資産
　当連結会計年度末における純資産の残高は34,855百万円となり、前年度末の35,623百万円と比べて768百万円減
少しております。この主な要因は、自己株式を1,976百万円取得したことと、株式会社フォー・ユーを子会社にし
たことによる少数株主持分が754百万円増加したためであります。

(訂正前)22ページ　
２．経営成績   
(1）売上高
　連結売上高におきましては、前連結会計年度と比較して、2.5%増加し252,303百万円となりました。 
　売上高増加の主な要因としましては、不動産事業において、当社グループで保有する不動産のマンション開発・
分譲販売などにより1,694百万円増加したことと、平成20年６月に連結子会社としました株式会社フォー・ユー
におけるリサイクル事業の売上高14,183百万円が増加したことであります。 
　メディア事業およびアミューズメント事業におきましては、景気後退の影響等もあり、既存店舗・施設での売上
高が減少する状況となりました。 
　主力事業でありますメディア事業におきましては、主要商材のレンタルＤＶＤおよびゲーム関連商品において、
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当連結会計年度における映画・ゲームソフトの人気タイトルの発売が少なかったことと、景気後退の影響による
消費支出抑制傾向が見られ、全般的に売上水準が低調に推移する状況となりました。 
　このような状況の中、ゲオショップ直営店の既存店平均売上高は、前年比94.0%の結果となっております。 
　また、当連結会計年度におきましては、レンタルビデオの撤去、レンタルコミックの導入などを含めたゲオ
ショップ既存店のリニューアルに注力しており、収益性の低い店舗のスクラップも積極的に実施したことと、新
規出店については収益の見込めるものに厳選して実施したことから出店数が少なかったことから、ゲショップ直
営店舗数が前連結会計年度末より６店舗減少したことも、売上高が減少した要因でもあります。  

(2）売上原価、販売費及び一般管理費、営業利益
　売上原価率につきましては、前連結会計年度と比較して、2.2%低下し65.2％となりました。 
　売上原価率低下の主な要因としましては、メディア事業におけるレンタルＤＶＤ資産の償却負担額が減少した
ことと、売上原価率の低いビジネスであります株式会社フォー・ユーのリサイクル事業が当連結会計年度より加
わったためであります。 
　販売費及び一般管理費につきましては、広告宣伝費および販売促進費などの販売費が連結全体で減少いたしま
したが、人件費および一般管理費が連結子会社の増加により、全般的に増加する状況となっており、販売費及び一
般管理費合計では、前連結会計年度より11.8%増加し、その結果、連結営業利益は5.1%減少しております。 

(3）営業外損益、特別損益、当期利益
　営業外損益につきましては、営業外収益における負ののれんの償却額が前連結会計年度より601百万円減少いた
しましたが、平成19年９月に発行いたしました150億円ユーロ円建転換社債型新株予約権付社債の買入消却を実
施したことにより社債償還益474百万円が発生いたしました。 
　特別損益につきましては、平成21年３月期における株式市場の株価下落の影響を受け、保有する投資有価証券評
価損1,400百万円、および各事業部門における既存店舗・施設の減損損失が1,672百万円といずれも前連結会計年
度を上回る結果となったことから、特別損失合計は1,096百万円増加し、この影響を受けて連結当期純利益は前連
結会計年度より1,038百万円減少し1,709百万円となっております。 

(訂正後)　
２．経営成績   
(1）売上高
　連結売上高におきましては、前連結会計年度と比較して、2.4%増加し252,198百万円となりました。 
　売上高増加の主な要因としましては、不動産事業において、当社グループで保有する不動産のマンション開発・
分譲販売などにより1,694百万円増加したことと、平成20年６月に連結子会社としました株式会社フォー・ユー
におけるリサイクル事業の売上高14,183百万円が増加したことであります。 
　メディア事業およびアミューズメント事業におきましては、景気後退の影響等もあり、既存店舗・施設での売上
高が減少する状況となりました。 
　主力事業でありますメディア事業におきましては、主要商材のレンタルＤＶＤおよびゲーム関連商品において、
当連結会計年度における映画・ゲームソフトの人気タイトルの発売が少なかったことと、景気後退の影響による
消費支出抑制傾向が見られ、全般的に売上水準が低調に推移する状況となりました。 
　このような状況の中、ゲオショップ直営店の既存店平均売上高は、前年比94.0%の結果となっております。 
　また、当連結会計年度におきましては、レンタルビデオの撤去、レンタルコミックの導入などを含めたゲオ
ショップ既存店のリニューアルに注力しており、収益性の低い店舗のスクラップも積極的に実施したことと、新
規出店については収益の見込めるものに厳選して実施したことから出店数が少なかったことから、ゲショップ直
営店舗数が前連結会計年度末より６店舗減少したことも、売上高が減少した要因でもあります。  

(2）売上原価、販売費及び一般管理費、営業利益
　売上原価率につきましては、前連結会計年度と比較して、2.2%低下し65.2％となりました。 
　売上原価率低下の主な要因としましては、メディア事業におけるレンタルＤＶＤ資産の償却負担額が減少した
ことと、売上原価率の低いビジネスであります株式会社フォー・ユーのリサイクル事業が当連結会計年度より加
わったためであります。 
　販売費及び一般管理費につきましては、広告宣伝費および販売促進費などの販売費が連結全体で減少いたしま
したが、人件費および一般管理費が連結子会社の増加により、全般的に増加する状況となっており、販売費及び一
般管理費合計では、前連結会計年度より11.8%増加し、その結果、連結営業利益は5.1%減少しております。 

(3）営業外損益、特別損益、当期利益
　営業外損益につきましては、営業外収益における負ののれんの償却額が前連結会計年度より601百万円減少いた
しましたが、平成19年９月に発行いたしました150億円ユーロ円建転換社債型新株予約権付社債の買入消却を実
施したことにより社債償還益474百万円が発生いたしました。 
　特別損益につきましては、平成21年３月期における株式市場の株価下落の影響を受け、保有する投資有価証券評
価損1,400百万円、および各事業部門における既存店舗・施設の減損損失が1,672百万円といずれも前連結会計年
度を上回る結果となったことから、特別損失合計は1,150百万円増加し、この影響を受けて連結当期純利益は前連
結会計年度より1,093百万円減少し1,654百万円となっております。 
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第４【提出会社の状況】

３【配当政策】

（訂正前）42ページ

　当社は、株主に対する利益還元を経営の重点課題の１つと認識し、安定的な経営基盤の確保と株主資本利益率の向上

に努めるとともに、業績に応じた配当を行うこととしており、中間配当と期末配当の年２回の剰余金の配当を行うこ

とを基本方針としております。 

　これらの剰余金の配当決定機関は、期末配当については株主総会、中間配当については取締役会であります。 

　このような基本方針に基づき、当事業年度におきましては、１株当たり2,400円の配当（中間配当1,200円、期末配当

1,200円）を実施することを決定いたしました。この結果、当事業年度の連結配当性向は78.1％となっております。 

　また、内部留保金につきましては、今後の店舗展開を中心とした収益力拡大のための投資等に充当し、主に新規出店

や既存店のリニューアルにおける設備および在庫投資、物流設備、ＩＴ設備投資への投資を行ない、高収益体質の確立

を図る所存であり、その他新規事業における投資としても有効に活用したいと考えております。 

　当社は、「取締役会の決議によって、毎年９月30日を基準日として中間配当をすることができる。」旨を定款に定め

ております。 

　なお、当事業年度に係る剰余金の配当は以下のとおりであります。 

　

 決議年月日
配当金の総額
（百万円） 

１株当たり配当額
（円） 

平成20年10月31日

取締役会決議
677 1,200

平成21年６月26日

定時株主総会決議
641 1,200

（訂正後）　

　当社は、株主に対する利益還元を経営の重点課題の１つと認識し、安定的な経営基盤の確保と株主資本利益率の向上

に努めるとともに、業績に応じた配当を行うこととしており、中間配当と期末配当の年２回の剰余金の配当を行うこ

とを基本方針としております。 

　これらの剰余金の配当決定機関は、期末配当については株主総会、中間配当については取締役会であります。 

　このような基本方針に基づき、当事業年度におきましては、１株当たり2,400円の配当（中間配当1,200円、期末配当

1,200円）を実施することを決定いたしました。この結果、当事業年度の連結配当性向は80.7％となっております。 

　また、内部留保金につきましては、今後の店舗展開を中心とした収益力拡大のための投資等に充当し、主に新規出店

や既存店のリニューアルにおける設備および在庫投資、物流設備、ＩＴ設備投資への投資を行ない、高収益体質の確立

を図る所存であり、その他新規事業における投資としても有効に活用したいと考えております。 

　当社は、「取締役会の決議によって、毎年９月30日を基準日として中間配当をすることができる。」旨を定款に定め

ております。 

　なお、当事業年度に係る剰余金の配当は以下のとおりであります。 

　

 決議年月日
配当金の総額
（百万円） 

１株当たり配当額
（円） 

平成20年10月31日

取締役会決議
677 1,200

平成21年６月26日

定時株主総会決議
641 1,200
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第５【経理の状況】

２　監査証明について

(訂正前）50ページ　

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前連結会計年度（平成19年４月１日から平成20年３

月31日まで）及び当連結会計年度（平成20年４月１日から平成21年３月31日まで）の連結財務諸表並びに前事業

年度（平成19年４月１日から平成20年３月31日まで）及び当事業年度（平成20年４月１日から平成21年３月31日

まで）の財務諸表について、監査法人トーマツにより監査を受けております。

(訂正後）　

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前連結会計年度（平成19年４月１日から平成20年３

月31日まで）及び当連結会計年度（平成20年４月１日から平成21年３月31日まで）の連結財務諸表並びに前事業

年度（平成19年４月１日から平成20年３月31日まで）及び当事業年度（平成20年４月１日から平成21年３月31日

まで）の財務諸表について、監査法人トーマツにより監査を受けております。

  なお、金融商品取引法第24条の２第１項の規定に基づき、有価証券報告書の訂正報告書を提出しておりますが、訂

正後の連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる監査を受け、改めて監査報告書を受領しておりま

す。

  監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21年７月１日をもって有限責任監査法人トーマツと

なっております。
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１【連結財務諸表等】

（１）【連結財務諸表】

①【連結貸借対照表】

  (訂正前)51ページ　

　 　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　 　 　 　 　 前連結会計年度

(平成20年３月31日)

当連結会計年度

(平成21年３月31日)　 　 　 　 　

資産の部　 　 　

　 流動資産　 　 　

　 　 現金及び預金　 26,076 18,197

　 　 受取手形及び売掛金　 4,047 4,640

　 　 割賦売掛金　 1,890 2,895

　 　 有価証券　 311 81

　 　 たな卸資産　 17,351 －

　 　 商品　 － 19,441

　 　 仕掛販売用不動産等　 ※1  6,576 －

　 　 販売用不動産　 － ※1  2,248

　 　 仕掛販売用不動産　 － ※1  7,700

　 　 繰延税金資産　 2,507 2,352

　 　 未収還付法人税等　 1,198 －

　 　 その他　 2,983 4,350

　 　 貸倒引当金　 △16 △106

　 　 流動資産合計　 62,928 61,801

　 固定資産　 　 　

　 　 有形固定資産　 　 　

　 　 　 レンタル用資産 73,602 77,890

　 　 　 　 減価償却累計額 △59,213 △67,611

　 　 　 　 レンタル用資産（純額） 14,388 10,278

　 　 　 建物及び構築物　 28,315 31,302

　 　 　 　 減価償却累計額 △17,564 △19,804

　 　 　 　 建物及び構築物（純額） ※1  10,751 ※1  11,497

　 　 　 機械装置及び運搬具　 4,714 4,600

　 　 　 　 減価償却累計額 △3,704 △3,682

　 　 　 　 機械装置及び運搬具（純額） 1,010 918

　 　 　 土地　 ※1  7,059 ※1  6,642

　 　 　 リース資産　 － 2,301

　 　 　 　 減価償却累計額 － △311

　 　 　 　 リース資産（純額） － 1,989

　 　 　 建設仮勘定　 79 110

　 　 　 その他　 3,386 3,892

　 　 　 　 減価償却累計額 △2,598 △3,070

　 　 　 　 その他（純額） 788 822

　 　 　 有形固定資産合計　 34,077 32,260

　 　 無形固定資産　 　 　

　 　 　 のれん　 1,365 1,497

　 　 　 借地権　 413 －

　 　 　 その他　 435 1,386

　 　 　 無形固定資産合計　 2,213 2,884
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　 　 　 　 　 　         (単位：百万円)

　 　 　 　 前連結会計年度 当連結会計年度

　 　 　 　 (平成20年３月31日) (平成21年３月31日)

　 　 投資その他の資産　 　 　

　 　 　 投資有価証券 ※1,※2  4,805 ※1,※2  2,105

　 　 　 長期貸付金 ※1  4,145 ※1  2,446

　 　 　 敷金及び保証金 ※1  12,177 ※1  13,412

　 　 　 繰延税金資産 3,608 5,071

　 　 　 その他 ※1  2,209 ※1  3,610

　 　 　 貸倒引当金 △1,986 △2,307

　 　 　 投資その他の資産合計 24,959 24,338

　 　 固定資産合計　 61,251 59,483

　 繰延資産　 　 　

　 　 創立費　 3 1

　 　 繰延資産合計　 3 1

　 資産合計　 124,182 121,286

負債の部　 　 　

　 流動負債　 　 　

　 　 支払手形及び買掛金　 18,183 13,297

　 　 短期借入金　 3,196 ※1  6,259

　 　 1年内返済予定の長期借入金　 ※1  9,154 ※1  14,149

　 　 1年内償還予定の社債　 1,783 2,189

　 　 リース債務　 － 613

　 　 未払法人税等　 4,964 1,780

　 　 賞与引当金　 － 852

　 　 店舗閉鎖損失引当金　 104 464

　 　 ポイント引当金　 515 463

　 　 その他　 ※1  7,541 ※1  7,599

　 　 流動負債合計　 45,444 47,670

　 固定負債　 　 　

　 　 社債　 2,561 ※1  3,522

　 　 新株予約権付社債　 15,000 －

　 　 転換社債型新株予約権付社債　 － 4,330

　 　 長期借入金　 ※1  20,420 ※1  24,209

　 　 リース債務　 － 1,744

　 　 繰延税金負債　 89 172

　 　 負ののれん　 858 410

　 　 退職給付引当金　 322 148

　 　 転貸損失引当金　 32 125

　 　 その他　 3,829 4,042

　 　 固定負債合計　 43,114 38,705

　 負債合計　 88,558 86,376
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　 　 　 　 　           　(単位：百万円)　

　 　 　 　 前連結会計年度 当連結会計年度

　 　 　 　 (平成20年３月31日) (平成21年３月31日)

純資産の部　 　 　

　 株主資本　 　 　

　 　 資本金    8,592 8,595

　 　 資本剰余金    9,253 9,255

　 　 利益剰余金    18,704 19,058

　 　 自己株式    △2,093 △4,069

　 　 株主資本合計    34,457 32,839

　 評価・換算差額等　　 　 　

　 　 その他有価証券評価差額金    △63 70

　 　 評価・換算差額等合計    △63 70

　 新株予約権　 － 16

　 少数株主持分    1,229 1,984

　 純資産合計    35,623 34,910

負債純資産合計　    124,182 121,286
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　(訂正後)

　 　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　 　 　 　 　 前連結会計年度

(平成20年３月31日)

当連結会計年度

(平成21年３月31日)　 　 　 　 　

資産の部　 　 　

　 流動資産　 　 　

　 　 現金及び預金　 26,076 18,197

　 　 受取手形及び売掛金　 4,047 4,564

　 　 割賦売掛金　 1,890 2,895

　 　 有価証券　 311 81

　 　 たな卸資産　 17,351 －

　 　 商品　 － 19,412

　 　 仕掛販売用不動産等　 ※1  6,576 －

　 　 販売用不動産　 － ※1  2,248

　 　 仕掛販売用不動産　 － ※1  7,700

　 　 繰延税金資産　 2,507 2,351

　 　 未収還付法人税等　 1,198 －

　 　 その他　 2,983 4,403

　 　 貸倒引当金　 △16 △157

　 　 流動資産合計　 62,928 61,697

　 固定資産　 　 　

　 　 有形固定資産　 　 　

　 　 　 レンタル用資産 73,602 77,890

　 　 　 　 減価償却累計額 △59,213 △67,611

　 　 　 　 レンタル用資産（純額） 14,388 10,278

　 　 　 建物及び構築物　 28,315 31,302

　 　 　 　 減価償却累計額 △17,564 △19,804

　 　 　 　 建物及び構築物（純額） ※1  10,751 ※1  11,497

　 　 　 機械装置及び運搬具　 4,714 4,600

　 　 　 　 減価償却累計額 △3,704 △3,682

　 　 　 　 機械装置及び運搬具（純額） 1,010 918

　 　 　 土地　 ※1  7,059 ※1  6,642

　 　 　 リース資産　 － 2,301

　 　 　 　 減価償却累計額 － △311

　 　 　 　 リース資産（純額） － 1,989

　 　 　 建設仮勘定　 79 110

　 　 　 その他　 3,386 3,892

　 　 　 　 減価償却累計額 △2,598 △3,070

　 　 　 　 その他（純額） 788 822

　 　 　 有形固定資産合計　 34,077 32,260

　 　 無形固定資産　 　 　

　 　 　 のれん　 1,365 1,497

　 　 　 借地権　 413 －

　 　 　 その他　 435 1,386

　 　 　 無形固定資産合計　 2,213 2,884
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　 　 　 　 　 　         (単位：百万円)

　 　 　 　 前連結会計年度 当連結会計年度

　 　 　 　 (平成20年３月31日) (平成21年３月31日)

　 　 投資その他の資産　 　 　

　 　 　 投資有価証券 ※1,※2  4,805 ※1,※2  2,105

　 　 　 長期貸付金 ※1  4,145 ※1  2,446

　 　 　 敷金及び保証金 ※1  12,177 ※1  13,412

　 　 　 繰延税金資産 3,608 5,071

　 　 　 その他 ※1  2,209 ※1  3,610

　 　 　 貸倒引当金 △1,986 △2,307

　 　 　 投資その他の資産合計 24,959 24,338

　 　 固定資産合計　 61,251 59,483

　 繰延資産　 　 　

　 　 創立費　 3 1

　 　 繰延資産合計　 3 1

　 資産合計　 124,182 121,182

負債の部　 　 　

　 流動負債　 　 　

　 　 支払手形及び買掛金　 18,183 13,247

　 　 短期借入金　 3,196 ※1  6,259

　 　 1年内返済予定の長期借入金　 ※1  9,154 ※1  14,149

　 　 1年内償還予定の社債　 1,783 2,189

　 　 リース債務　 － 613

　 　 未払法人税等　 4,964 1,780

　 　 賞与引当金　 － 852

　 　 店舗閉鎖損失引当金　 104 464

　 　 ポイント引当金　 515 463

　 　 その他　 ※1  7,541 ※1  7,601

　 　 流動負債合計　 45,444 47,621

　 固定負債　 　 　

　 　 社債　 2,561 ※1  3,522

　 　 新株予約権付社債　 15,000 －

　 　 転換社債型新株予約権付社債　 － 4,330

　 　 長期借入金　 ※1  20,420 ※1  24,209

　 　 リース債務　 － 1,744

　 　 繰延税金負債　 89 172

　 　 負ののれん　 858 410

　 　 退職給付引当金　 322 148

　 　 転貸損失引当金　 32 125

　 　 その他　 3,829 4,042

　 　 固定負債合計　 43,114 38,705

　 負債合計　 88,558 86,327
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　 　 　 　 　           　(単位：百万円)　

　 　 　 　 前連結会計年度 当連結会計年度

　 　 　 　 (平成20年３月31日) (平成21年３月31日)

純資産の部　 　 　

　 株主資本　 　 　

　 　 資本金    8,592 8,595

　 　 資本剰余金    9,253 9,255

　 　 利益剰余金    18,704 19,003

　 　 自己株式    △2,093 △4,069

　 　 株主資本合計    34,457 32,784

　 評価・換算差額等　　 　 　

　 　 その他有価証券評価差額金    △63 70

　 　 評価・換算差額等合計    △63 70

　 新株予約権　 － 16

　 少数株主持分    1,229 1,984

　 純資産合計    35,623 34,855

負債純資産合計　    124,182 121,182
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②【連結損益計算書】

　（訂正前）54ページ

　 　 　 (単位：百万円)

　 　

　

　

前連結会計年度

(自　平成19年４月１日

　至　平成20年３月31日)

当連結会計年度

(自　平成20年４月１日

　至　平成21年３月31日)

　

　

　売上高 246,202 252,303

　売上原価 　　※1  165,996 ※1  164,445

　売上総利益 80,205 87,858

　販売費及び一般管理費 ※2,※9  69,427 ※2,※9  77,632

　営業利益 10,778 10,225

　営業外収益 　 　

　 受取利息及び配当金 185 165

　 負ののれん償却額 1,048 447

　 社債償還益 － 474

　 受取保険金 － 179

　 その他 376 375

　 営業外収益合計 1,610 1,642

　営業外費用 　 　

　 支払利息 722 846

　 固定資産除却損 60 105

　 社債発行費 98 －

　 持分法による投資損失 953 －

　 店舗閉鎖損失 ※3  120 ※3  215

　 転貸損失引当金繰入額 38 97

　 店舗閉鎖損失引当金繰入額 － ※3  136

　 その他 219 721

　 営業外費用合計 2,213 2,122

　経常利益 10,175 9,745

　特別利益 　 　

　 固定資産売却益 ※4  118 ※4  47

　 投資有価証券売却益 203 45

　 退職給付制度終了益 － 92

　 償却債権取立益 29 －

　 貸倒引当金戻入額 37 21

　 訴訟和解金 321 －

　 その他 41 42

　 特別利益合計 751 250

　特別損失 　 　

　 前期損益修正損 ※5  306 －

　 固定資産売却損 ※6  3 ※6  51

　 固定資産除却損 ※7  22 ※7  107

　 投資有価証券評価損 371 1,400

　 減損損失 ※8  1,504 ※8  1,672

　 店舗閉鎖損失 ※3  64 ※3  58

　 店舗閉鎖損失引当金繰入額 104 ※3  278

　 貸倒引当金繰入額 703 －

　 その他 94 700

　 特別損失合計 3,174 4,270

　税金等調整前当期純利益 7,752 5,725
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　 　 　 (単位：百万円)

　 　 前連結会計年度 当連結会計年度

　 　 (自　平成19年４月１日 (自　平成20年４月１日

　 　 　至　平成20年３月31日)　至　平成21年３月31日)

　法人税、住民税及び事業税 5,536 4,402

　法人税等調整額 △713 △608

　法人税等合計 4,823 3,793

　少数株主利益 181 222

　当期純利益 2,747 1,709
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　（訂正後）

　 　 　 (単位：百万円)

　 　

　

　

前連結会計年度

(自　平成19年４月１日

　至　平成20年３月31日)

当連結会計年度

(自　平成20年４月１日

　至　平成21年３月31日)

　

　

　売上高 246,202 252,198

　売上原価 　　※1  165,996 ※1  164,342

　売上総利益 80,205 87,855

　販売費及び一般管理費 ※2,※9  69,427 ※2,※9  77,631

　営業利益 10,778 10,224

　営業外収益 　 　

　 受取利息及び配当金 185 165

　 負ののれん償却額 1,048 447

　 社債償還益 － 474

　 受取保険金 － 179

　 その他 376 375

　 営業外収益合計 1,610 1,642

　営業外費用 　 　

　 支払利息 722 846

　 固定資産除却損 60 105

　 社債発行費 98 －

　 持分法による投資損失 953 －

　 店舗閉鎖損失 ※3  120 ※3  215

　 転貸損失引当金繰入額 38 97

　 店舗閉鎖損失引当金繰入額 － ※3  136

　 その他 219 721

　 営業外費用合計 2,213 2,122

　経常利益 10,175 9,744

　特別利益 　 　

　 固定資産売却益 ※4  118 ※4  47

　 投資有価証券売却益 203 45

　 退職給付制度終了益 － 92

　 償却債権取立益 29 －

　 貸倒引当金戻入額 37 21

　 訴訟和解金 321 －

　 その他 41 42

　 特別利益合計 751 250

　特別損失 　 　

　 前期損益修正損 ※5  306 －

　 固定資産売却損 ※6  3 ※6  51

　 固定資産除却損 ※7  22 ※7  107

　 投資有価証券評価損 371 1,400

　 減損損失 ※8  1,504 ※8  1,672

　 店舗閉鎖損失 ※3  64 ※3  58

　 店舗閉鎖損失引当金繰入額 104 ※3  278

　 貸倒引当金繰入額 703 －

　 不正関連損失 － 53

　 その他 94 700

　 特別損失合計 3,174 4,324

　税金等調整前当期純利益 7,752 5,670
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　 　 　 (単位：百万円)

　 　 前連結会計年度 当連結会計年度

　 　 (自　平成19年４月１日 (自　平成20年４月１日

　 　 　至　平成20年３月31日)　至　平成21年３月31日)

　法人税、住民税及び事業税 5,536 4,402

　法人税等調整額 △713 △608

　法人税等合計 4,823 3,794

　少数株主利益 181 222

　当期純利益 2,747 1,654
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③【連結株主資本等変動計算書等】

（訂正前）56ページ　

　　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　 　 　 　 前連結会計年度 当連結会計年度

　 　 　 　  (自　平成19年４月１日 (自　平成20年４月１日

　 　 　 　 　至　平成20年３月31日)　至　平成21年３月31日)

株主資本 　 　

　 資本金 　 　

　 　 前期末残高 8,556 8,592

　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 新株の発行 36 2

　 　 　 当期変動額合計 36 2

　 　 当期末残高 8,592 8,595

　 資本剰余金 　 　

　 　 前期末残高 9,216 9,253

　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 新株の発行 36 2

　 　 　 当期変動額合計 36 2

　 　 当期末残高 9,253 9,255

　 利益剰余金 　 　

　 　 前期末残高 17,359 18,704

　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 剰余金の配当 △1,402 △1,355

　 　 　 当期純利益 2,747 1,709

　 　 　 当期変動額合計 1,345 353

　 　 当期末残高 18,704 19,058

　 自己株式 　 　

　 　 前期末残高 △1 △2,093

　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 自己株式の取得 △2,091 △1,976

　 　 　 当期変動額合計 △2,091 △1,976

　 　 当期末残高 △2,093 △4,069

　 株主資本合計 　 　

　 　 前期末残高 35,130 34,457

　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 新株の発行 73 4

　 　 　 剰余金の配当 △1,402 △1,355

　 　 　 当期純利益 2,747 1,709

　 　 　 自己株式の取得 △2,091 △1,976

　 　 　 当期変動額合計 △673 △1,618

　 　 当期末残高 34,457 32,839
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　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　 　 　 　 前連結会計年度 当連結会計年度

　 　 　 　  (自　平成19年４月１日 (自　平成20年４月１日

　 　 　 　 　至　平成20年３月31日)　至　平成21年３月31日)

評価・換算差額等 　 　

　 その他有価証券評価差額金 　 　

　 　 前期末残高 1,144 △63

　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △1,207 134

　 　 　 当期変動額合計 △1,207 134

　 　 当期末残高 △63 70

　 評価・換算差額等合計 　 　

　 　 前期末残高 1,144 △63

　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △1,207 134

　 　 　 当期変動額合計 △1,207 134

　 　 当期末残高 △63 70

新株予約権 　 　

　 前期末残高 － －

　 当期変動額 　 　

　 　 株主資本以外の項目の当期変動額（純額） － 16

　 　 当期変動額合計 － 16

　 当期末残高 － 16

少数株主持分 　 　

　 前期末残高 1,275 1,229

　 当期変動額 　 　

　 　 株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △46 754

　 　 当期変動額合計 △46 754

　 当期末残高 1,229 1,984

純資産合計 　 　

　 前期末残高 37,550 35,623

　 当期変動額 　 　

　 　 新株の発行 73 4

　 　 剰余金の配当 △1,402 △1,355

　 　 当期純利益 2,747 1,709

　 　 自己株式の取得 △2,091 △1,976

　 　 株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △1,254 905

　 　 当期変動額合計 △1,927 △713

　 当期末残高 35,623 34,910
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（訂正後）　

　　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　 　 　 　 前連結会計年度 当連結会計年度

　 　 　 　  (自　平成19年４月１日 (自　平成20年４月１日

　 　 　 　 　至　平成20年３月31日)　至　平成21年３月31日)

株主資本 　 　

　 資本金 　 　

　 　 前期末残高 8,556 8,592

　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 新株の発行 36 2

　 　 　 当期変動額合計 36 2

　 　 当期末残高 8,592 8,595

　 資本剰余金 　 　

　 　 前期末残高 9,216 9,253

　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 新株の発行 36 2

　 　 　 当期変動額合計 36 2

　 　 当期末残高 9,253 9,255

　 利益剰余金 　 　

　 　 前期末残高 17,359 18,704

　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 剰余金の配当 △1,402 △1,355

　 　 　 当期純利益 2,747 1,654

　 　 　 当期変動額合計 1,345 298

　 　 当期末残高 18,704 19,003

　 自己株式 　 　

　 　 前期末残高 △1 △2,093

　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 自己株式の取得 △2,091 △1,976

　 　 　 当期変動額合計 △2,091 △1,976

　 　 当期末残高 △2,093 △4,069

　 株主資本合計 　 　

　 　 前期末残高 35,130 34,457

　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 新株の発行 73 4

　 　 　 剰余金の配当 △1,402 △1,355

　 　 　 当期純利益 2,747 1,654

　 　 　 自己株式の取得 △2,091 △1,976

　 　 　 当期変動額合計 △673 △1,673

　 　 当期末残高 34,457 32,784
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　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　 　 　 　 前連結会計年度 当連結会計年度

　 　 　 　  (自　平成19年４月１日 (自　平成20年４月１日

　 　 　 　 　至　平成20年３月31日)　至　平成21年３月31日)

評価・換算差額等 　 　

　 その他有価証券評価差額金 　 　

　 　 前期末残高 1,144 △63

　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △1,207 134

　 　 　 当期変動額合計 △1,207 134

　 　 当期末残高 △63 70

　 評価・換算差額等合計 　 　

　 　 前期末残高 1,144 △63

　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △1,207 134

　 　 　 当期変動額合計 △1,207 134

　 　 当期末残高 △63 70

新株予約権 　 　

　 前期末残高 － －

　 当期変動額 　 　

　 　 株主資本以外の項目の当期変動額（純額） － 16

　 　 当期変動額合計 － 16

　 当期末残高 － 16

少数株主持分 　 　

　 前期末残高 1,275 1,229

　 当期変動額 　 　

　 　 株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △46 754

　 　 当期変動額合計 △46 754

　 当期末残高 1,229 1,984

純資産合計 　 　

　 前期末残高 37,550 35,623

　 当期変動額 　 　

　 　 新株の発行 73 4

　 　 剰余金の配当 △1,402 △1,355

　 　 当期純利益 2,747 1,654

　 　 自己株式の取得 △2,091 △1,976

　 　 株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △1,254 905

　 　 当期変動額合計 △1,927 △768

　 当期末残高 35,623 34,855
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④【連結キャッシュ・フロー計算書】

（訂正前）58ページ　

　　 　 　 (単位：百万円)

　 　 前連結会計年度 当連結会計年度

　 　 (自平成19年４月１日(自平成20年４月１日

　 　 至平成20年３月31日)至平成21年３月31日)

　　営業活動によるキャッシュ・フロー 　 　

　 税金等調整前当期純利益 7,752 5,725

　 減価償却費 2,352 3,086

　 レンタル用資産減価償却費 22,414 19,739

　 減損損失 1,504 1,672

　 のれん償却額 838 862

　 負ののれん償却額 △1,048 △447

　 ポイント引当金の増減額（△は減少） 67 △46

　 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △39 －

　 退職給付引当金の増減額（△は減少） 122 △174

　 貸倒引当金の増減額（△は減少） 674 275

　 転貸損失引当金の増減額(△は減少) 32 92

　 賞与引当金の増減額（△は減少） － 851

　 店舗閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） 104 375

　 受取利息及び受取配当金 △185 △165

　 支払利息 722 846

　 持分法による投資損益（△は益） 953 79

　 投資有価証券売却損益（△は益） △203 △45

　 投資有価証券評価損益（△は益） 371 1,400

　 社債償還益 － △474

　 有形固定資産売却益 △118 －

　 有形固定資産売却損 3 －

　 有形固定資産売却損益（△は益） － 4

　 有形固定資産除却損 76 213

　 持分変動損益（△は益） 30 65

　 売上債権の増減額（△は増加） △1,215 △1,588

　 たな卸資産の増減額（△は増加） 1,027 1,041

　 仕掛販売用不動産等の増減額(△は増加) △556 △3,021

　 レンタル用資産の取得による支出 △23,949 △16,559

　 仕入債務の増減額（△は減少） △1,114 △5,115

　 未払消費税等の増減額（△は減少） △189 △69

　 社債発行費 98 40

　 その他 408 △675

　 小計 10,934 7,989

　 利息及び配当金の受取額 192 151

　 利息の支払額 △723 △840

　 法人税等の支払額 △2,591 △7,564

　 営業活動によるキャッシュ・フロー 7,811 △263
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　 　 　 (単位：百万円)

　 　 前連結会計年度 当連結会計年度

　 　 (自平成19年４月１日(自平成20年４月１日

　 　 至平成20年３月31日)至平成21年３月31日)

　　投資活動によるキャッシュ・フロー 　 　

　 有形固定資産の取得による支出 △2,806 △1,633

　 有形固定資産の売却による収入 302 107

　 無形固定資産の取得による支出 △181 △524

　 投資有価証券の取得による支出 △914 △740

　 投資有価証券の売却による収入 433 1,080

　 出資金の払込による支出 △43 △675

　 貸付けによる支出 △395 △590

　 貸付金の回収による収入 477 739

　 連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による収入 － ※2  515

　 子会社株式の取得による支出 － △860

　 事業譲受による支出 ※3  △418 △182

　 事業譲渡による収入 210 927

　 その他 △142 1,015

　 投資活動によるキャッシュ・フロー △3,477 △819

　　財務活動によるキャッシュ・フロー 　 　

　 短期借入れによる収入 5,784 21,500

　 短期借入金の返済による支出 △9,473 △18,599

　 長期借入れによる収入 6,910 17,940

　 長期借入金の返済による支出 △12,890 △13,510

　 社債の発行による収入 15,401 3,259

　 社債の償還による支出 △2,398 △12,418

　 ファイナンス・リース債務の返済による支出 － △2,221

　 自己株式の取得による支出 △2,091 △1,976

　 株式の発行による収入 73 179

　 少数株主からの払込みによる収入 145 131

　 少数株主への配当金の支払額 △384 △29

　 配当金の支払額 △1,401 △1,359

　 その他 △5 8

　 財務活動によるキャッシュ・フロー △331 △7,096

　　現金及び現金同等物に係る換算差額 0 0

　　現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 4,003 △8,179

　　現金及び現金同等物の期首残高 22,385 26,388

　　現金及び現金同等物の期末残高 ※1  26,388 ※1  18,208
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（訂正後）　

　　 　 　 (単位：百万円)

　 　 前連結会計年度 当連結会計年度

　 　 (自平成19年４月１日(自平成20年４月１日

　 　 至平成20年３月31日)至平成21年３月31日)

　　営業活動によるキャッシュ・フロー 　 　

　 税金等調整前当期純利益 7,752 5,670

　 減価償却費 2,352 3,086

　 レンタル用資産減価償却費 22,414 19,739

　 減損損失 1,504 1,672

　 のれん償却額 838 862

　 負ののれん償却額 △1,048 △447

　 ポイント引当金の増減額（△は減少） 67 △46

　 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △39 －

　 退職給付引当金の増減額（△は減少） 122 △174

　 貸倒引当金の増減額（△は減少） 674 326

　 転貸損失引当金の増減額(△は減少) 32 92

　 賞与引当金の増減額（△は減少） － 851

　 店舗閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） 104 375

　 受取利息及び受取配当金 △185 △165

　 支払利息 722 846

　 持分法による投資損益（△は益） 953 79

　 投資有価証券売却損益（△は益） △203 △45

　 投資有価証券評価損益（△は益） 371 1,400

　 社債償還益 － △474

　 有形固定資産売却益 △118 －

　 有形固定資産売却損 3 －

　 有形固定資産売却損益（△は益） － 4

　 有形固定資産除却損 76 213

　 持分変動損益（△は益） 30 65

　 売上債権の増減額（△は増加） △1,215 △1,512

　 たな卸資産の増減額（△は増加） 1,027 1,070

　 仕掛販売用不動産等の増減額(△は増加) △556 △3,021

　 レンタル用資産の取得による支出 △23,949 △16,559

　 仕入債務の増減額（△は減少） △1,114 △5,165

　 未払消費税等の増減額（△は減少） △189 △68

　 社債発行費 98 40

　 その他 408 △728

　 小計 10,934 7,989

　 利息及び配当金の受取額 192 151

　 利息の支払額 △723 △840

　 法人税等の支払額 △2,591 △7,564

　 営業活動によるキャッシュ・フロー 7,811 △263
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　 　 　 (単位：百万円)

　 　 前連結会計年度 当連結会計年度

　 　 (自平成19年４月１日(自平成20年４月１日

　 　 至平成20年３月31日)至平成21年３月31日)

　　投資活動によるキャッシュ・フロー 　 　

　 有形固定資産の取得による支出 △2,806 △1,633

　 有形固定資産の売却による収入 302 107

　 無形固定資産の取得による支出 △181 △524

　 投資有価証券の取得による支出 △914 △740

　 投資有価証券の売却による収入 433 1,080

　 出資金の払込による支出 △43 △675

　 貸付けによる支出 △395 △590

　 貸付金の回収による収入 477 739

　 連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による収入 － ※2  515

　 子会社株式の取得による支出 － △860

　 事業譲受による支出 ※3  △418 △182

　 事業譲渡による収入 210 927

　 その他 △142 1,015

　 投資活動によるキャッシュ・フロー △3,477 △819

　　財務活動によるキャッシュ・フロー 　 　

　 短期借入れによる収入 5,784 21,500

　 短期借入金の返済による支出 △9,473 △18,599

　 長期借入れによる収入 6,910 17,940

　 長期借入金の返済による支出 △12,890 △13,510

　 社債の発行による収入 15,401 3,259

　 社債の償還による支出 △2,398 △12,418

　 ファイナンス・リース債務の返済による支出 － △2,221

　 自己株式の取得による支出 △2,091 △1,976

　 株式の発行による収入 73 179

　 少数株主からの払込みによる収入 145 131

　 少数株主への配当金の支払額 △384 △29

　 配当金の支払額 △1,401 △1,359

　 その他 △5 8

　 財務活動によるキャッシュ・フロー △331 △7,096

　　現金及び現金同等物に係る換算差額 0 0

　　現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 4,003 △8,179

　　現金及び現金同等物の期首残高 22,385 26,388

　　現金及び現金同等物の期末残高 ※1  26,388 ※1  18,208
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【注記事項】

（税効果会計関係）

（訂正前）98ページ

前連結会計年度
（平成20年３月31日）

当連結会計年度
（平成21年３月31日）

１　繰延税金資産及び繰延税金負債の主な原因別の内訳 １　繰延税金資産及び繰延税金負債の主な原因別の内訳

繰延税金資産  

税務上の繰越欠損金    4,747百万円

貸倒引当金繰入限度超過額    1,283　〃

未払賞与 284　〃

退職給付引当金 130　〃

減価償却費損金算入限度超過額 1,934　〃

減損損失 1,102　〃

未払事業税等 485　〃

ポイント引当金 215　〃

子会社の資産の時価評価による評

価差額
160　〃

投資有価証券評価損 712　〃

未払費用概算計上額 136　〃

商品評価損否認 126　〃

その他 234　〃

繰延税金資産小計   11,563百万円

評価性引当額  △5,382　〃

繰延税金資産合計    6,180百万円

繰延税金負債  

その他有価証券評価差額金   △14百万円

固定資産圧縮積立金 △114　〃

その他 △24　〃

繰延税金負債合計 △153百万円

繰延税金資産の純額    6,026百万円

繰延税金資産  

税務上の繰越欠損金    5,325百万円

貸倒引当金    1,952　〃

賞与引当金 401　〃

減価償却費    4,227　〃

減損損失    1,649　〃

未払事業税等 222　〃

ポイント引当金 193　〃

投資有価証券評価損 1,140　〃

未払費用 153　〃

商品評価損 349　〃

店舗閉鎖損失引当金 193　〃

その他 234　〃

繰延税金資産小計   16,042百万円

評価性引当額  △8,605　〃

繰延税金資産合計    7,436百万円

繰延税金負債  

その他有価証券評価差額金   △62百万円

固定資産圧縮積立金 △110　〃

子会社の資産の時価評価による評

価差額

   
   △447　〃

その他 △21　〃

繰延税金負債小計    △641百万円

評価性引当額 　　452　〃

繰延税金負債合計 △189百万円

繰延税金資産の純額    7,247百万円

　繰延税金資産の純額は、連結貸借対照表の以下の項目に
含まれております。

　繰延税金資産の純額は、連結貸借対照表の以下の項目に
含まれております。

平成20年３月31日

流動資産―繰延税金資産    2,507百万円

固定資産―繰延税金資産    3,608  〃

流動負債―繰延税金負債 　   －   　

固定負債―繰延税金負債    △89  〃

平成21年３月31日

流動資産―繰延税金資産    2,352百万円

固定資産―繰延税金資産    5,071  〃

流動負債―繰延税金負債 　   △4  〃　

固定負債―繰延税金負債    △172  〃
２　法定実効税率と税効果会計適用後の法人税の負担率と
の間に重要な差異があるときの、当該差異の原因となっ
た主な項目別の内訳

２　法定実効税率と税効果会計適用後の法人税の負担率と
の間に重要な差異があるときの、当該差異の原因となっ
た主な項目別の内訳

法定実効税率   40.4％

（調整）     

住民税均等割額 2.5

受取配当金相殺額 23.2

のれんの償却 △2.3

受取配当金など永久に益金に算入され

ない項目
△22.0

評価性引当額の増減 22.5

連結子会社との税率差異 1.9

持分法投資損益 △2.2

その他 △1.8

税効果会計適用後の法人税等の負担率 62.2

法定実効税率   40.4％

（調整）     

住民税均等割額 5.6

受取配当金相殺額 40.8

のれんの償却 3.1

受取配当金など永久に益金に算入され

ない項目
△39.6

評価性引当額の増減 14.3

連結子会社との税率差異 1.9

持分法投資損益 △0.7

その他 0.5

税効果会計適用後の法人税等の負担率 66.3

（訂正後）

前連結会計年度
（平成20年３月31日）

当連結会計年度
（平成21年３月31日）

１　繰延税金資産及び繰延税金負債の主な原因別の内訳 １　繰延税金資産及び繰延税金負債の主な原因別の内訳
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前連結会計年度
（平成20年３月31日）

当連結会計年度
（平成21年３月31日）

繰延税金資産  

税務上の繰越欠損金    4,747百万円

貸倒引当金繰入限度超過額    1,283　〃

未払賞与 284　〃

退職給付引当金 130　〃

減価償却費損金算入限度超過額 1,934　〃

減損損失 1,102　〃

未払事業税等 485　〃

ポイント引当金 215　〃

子会社の資産の時価評価による評

価差額
160　〃

投資有価証券評価損 712　〃

未払費用概算計上額 136　〃

商品評価損否認 126　〃

その他 234　〃

繰延税金資産小計   11,563百万円

評価性引当額  △5,382　〃

繰延税金資産合計    6,180百万円

繰延税金負債  

その他有価証券評価差額金   △14百万円

固定資産圧縮積立金 △114　〃

その他 △24　〃

繰延税金負債合計 △153百万円

繰延税金資産の純額    6,026百万円

繰延税金資産  

税務上の繰越欠損金    5,325百万円

貸倒引当金    1,951　〃

賞与引当金 401　〃

減価償却費    4,227　〃

減損損失    1,649　〃

未払事業税等 222　〃

ポイント引当金 193　〃

投資有価証券評価損 1,140　〃

未払費用 153　〃

商品評価損 349　〃

店舗閉鎖損失引当金 193　〃

その他 256　〃

繰延税金資産小計 16,064百万円

評価性引当額  △8,628　〃

繰延税金資産合計    7,436百万円

繰延税金負債  

その他有価証券評価差額金   △62百万円

固定資産圧縮積立金 △110　〃

子会社の資産の時価評価による評

価差額

 

△447　〃

その他 △21　〃

繰延税金負債小計    △641百万円

評価性引当額 　　452　〃

繰延税金負債合計 △189百万円

繰延税金資産の純額    7,246百万円

　繰延税金資産の純額は、連結貸借対照表の以下の項目に
含まれております。

　繰延税金資産の純額は、連結貸借対照表の以下の項目に
含まれております。

平成20年３月31日

流動資産―繰延税金資産    2,507百万円

固定資産―繰延税金資産 3,608  〃

流動負債―繰延税金負債 　   －   　

固定負債―繰延税金負債    △89  〃

平成21年３月31日

流動資産―繰延税金資産    2,351百万円

固定資産―繰延税金資産    5,071  〃

流動負債―繰延税金負債 　   △4  〃　

固定負債―繰延税金負債    △172  〃
２　法定実効税率と税効果会計適用後の法人税の負担率と
の間に重要な差異があるときの、当該差異の原因となっ
た主な項目別の内訳

２　法定実効税率と税効果会計適用後の法人税の負担率と
の間に重要な差異があるときの、当該差異の原因となっ
た主な項目別の内訳

法定実効税率   40.4％

（調整）     

住民税均等割額 2.5

受取配当金相殺額 23.2

のれんの償却 △2.3

受取配当金など永久に益金に算入され

ない項目
△22.0

評価性引当額の増減 22.5

連結子会社との税率差異 1.9

持分法投資損益 △2.2

その他 △1.8

税効果会計適用後の法人税等の負担率 62.2

法定実効税率   40.4％

（調整）     

住民税均等割額 5.6

受取配当金相殺額 41.3

のれんの償却 3.1

受取配当金など永久に益金に算入され

ない項目
△40.0

評価性引当額の増減 14.8

連結子会社との税率差異 2.0

持分法投資損益 △0.8

その他 0.5

税効果会計適用後の法人税等の負担率 66.9
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

（訂正前）99ページ

当連結会計年度（自　平成20年４月１日　至　平成21年３月31日）

 
メディア事
業

（百万円）

不動産事業
（百万円）

アミューズ
メント事業
（百万円）

リサイクル
事業 

（百万円）

その他事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全
社（百万
円）

連結
（百万円）

Ⅰ　売上高及び営業損益                                 

売上高                                 

(1）外部顧客に対する

売上高
213,68710,7056,43514,1837,291252,303 ― 252,303

(2）セグメント間の内

部売上高又は振替

高

125 ― 1 3 178 308 (308) ―

計 213,81310,7056,43714,1867,469252,612(308)252,303

営業費用 202,4239,854 6,71113,7158,018240,7231,354242,078

営業利益又は営業損

失（△）
11,389 851 △273 471 △549 11,889(1,663)10,225

Ⅱ　資産、減価償却費及び

資本的支出
                                

資産 72,40912,4778,88711,0246,154110,95310,332121,286

減価償却費 21,392 44 805 324 243 22,811 13 22,825

減損損失 490 ― 28 117 1,036 1,672 ― 1,672

資本的支出 20,836 44 817 5,383 226 27,309 35 27,344

　（訂正後）　

当連結会計年度（自　平成20年４月１日　至　平成21年３月31日）

 
メディア事
業

（百万円）

不動産事業
（百万円）

アミューズ
メント事業
（百万円）

リサイクル
事業 

（百万円）

その他事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全
社（百万
円）

連結
（百万円）

Ⅰ　売上高及び営業損益                                 

売上高                                 

(1）外部顧客に対する

売上高
213,58210,7056,43514,1837,291252,198 ― 252,198

(2）セグメント間の内

部売上高又は振替

高

125 ― 1 3 178 308 (308) ―

計 213,70810,7056,43714,1867,469252,507(308)252,198

営業費用 202,3199,854 6,71113,7158,018240,6191,354241,974

営業利益又は営業損

失（△）
11,388 851 △273 471 △549 11,888(1,663)10,224

Ⅱ　資産、減価償却費及び

資本的支出
                                

資産 72,30512,4778,88711,0246,154110,84910,332121,182

減価償却費 21,392 44 805 324 243 22,811 13 22,825

減損損失 490 ― 28 117 1,036 1,672 ― 1,672

資本的支出 20,836 44 817 5,383 226 27,309 35 27,344
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（１株当たり情報）

  (訂正前)102ページ　

項目
前連結会計年度

（自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 60,899円44銭       61,521円31銭

１株当たり当期純利益 4,716円33銭      3,072円50銭

潜在株式調整後

１株当たり当期純利益 4,685円70銭      3,069円58銭

  (訂正後)　

項目
前連結会計年度

（自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 60,899円44銭       61,418円39銭

１株当たり当期純利益 4,716円33銭      2,973円53銭

潜在株式調整後

１株当たり当期純利益 4,685円70銭      2,970円63銭

  (訂正前)102ページ　

（注）  １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
前連結会計年度

（平成20年３月31日）
当連結会計年度

（平成21年３月31日）

純資産の部の合計額（百万円） 35,623 34,910

純資産の部の合計額から控除する金額（百万円） 1,229 2,000

（うち新株予約権） ― (16)

（うち少数株主持分） (1,229) (1,984)

普通株式に係る期末の純資産額（百万円） 34,394 32,909

1株当たり純資産の算定に用いられた期末の普通株

式の数（株）
564,776 534,936

  (訂正後)　

（注）  １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
前連結会計年度

（平成20年３月31日）
当連結会計年度

（平成21年３月31日）

純資産の部の合計額（百万円） 35,623 34,855

純資産の部の合計額から控除する金額（百万円） 1,229 2,000

（うち新株予約権） ― (16)

（うち少数株主持分） (1,229) (1,984)

普通株式に係る期末の純資産額（百万円） 34,394 32,854

1株当たり純資産の算定に用いられた期末の普通株

式の数（株）
564,776 534,936

EDINET提出書類

株式会社ゲオ(E03367)

訂正有価証券報告書

34/39



  (訂正前)102ページ　

　（注）２  １株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎

項目
前連結会計年度

（自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日）

連結損益計算書上の当期純利益（百万円） 2,747 1,709

普通株式に係る当期純利益（百万円） 2,747 1,709

普通株主に帰属しない金額（百万円） ― ―

普通株式の期中平均株式数（株） 582,640.25 556,266.37

潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定に用い

られた当期純利益調整額の主要な内訳（百万円）
        

 連結子会社の潜在株式にかかる当期純利益調整額 11 1

当期純利益調整額（百万円） 11 1

潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定に用い

られた普通株式増加数の主要な内訳（株）
        

新株予約権 1,450.56 155.82

普通株式増加数（株） 1,450.56 155.82

項目
前連結会計年度

（自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり当期純利益の算定に含まれなかった潜在株式の

概要

　当社発行2012年満期ユーロ円

建転換社債型新株予約権付社債

（額面金額15,000百万円）。

　この概要については、「第４提

出会社の状況１株式等の状況

（2）新株予約権等の状況」に

記載のとおりであります。

　株式会社フォー・ユー（関連

会社）ストック・オプションの

目的となる株式の個数、4,766

個。

　株式会社アークコア（関連会

社）ストック・オプションの目

的となる株式の個数、10,939個。

　当社発行2012年満期ユーロ円

建転換社債型新株予約権付社債

（額面金額4,330百万円）。

  株式会社ゲオ（当社）ストッ

ク・オプションの目的となる株

式の数、3,930株（第３回新株予

約権、第４回新株予約権）。

　この概要については、「第４提

出会社の状況１株式等の状況

（2）新株予約権等の状況」に

記載のとおりであります。

  株式会社ゲオエステート（子

会社）ストック・オプションの

目的となる株式の数、106,000

株。

　株式会社フォー・ユー（子会

社）ストック・オプションの目

的となる株式の数、7,876株。

　株式会社アークコア（関連会

社）ストック・オプションの目

的となる株式の数、10,901株。
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  (訂正後)　

　（注）２  １株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎

項目
前連結会計年度

（自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日）

連結損益計算書上の当期純利益（百万円） 2,747 1,654

普通株式に係る当期純利益（百万円） 2,747 1,654

普通株主に帰属しない金額（百万円） ― ―

普通株式の期中平均株式数（株） 582,640.25 556,266.37

潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定に用い

られた当期純利益調整額の主要な内訳（百万円）
        

 連結子会社の潜在株式にかかる当期純利益調整額 11 1

当期純利益調整額（百万円） 11 1

潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定に用い

られた普通株式増加数の主要な内訳（株）
        

新株予約権 1,450.56 155.82

普通株式増加数（株） 1,450.56 155.82

項目
前連結会計年度

（自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり当期純利益の算定に含まれなかった潜在株式の

概要

　当社発行2012年満期ユーロ円

建転換社債型新株予約権付社債

（額面金額15,000百万円）。

　この概要については、「第４提

出会社の状況１株式等の状況

（2）新株予約権等の状況」に

記載のとおりであります。

　株式会社フォー・ユー（関連

会社）ストック・オプションの

目的となる株式の個数、4,766

個。

　株式会社アークコア（関連会

社）ストック・オプションの目

的となる株式の個数、10,939個。

　当社発行2012年満期ユーロ円

建転換社債型新株予約権付社債

（額面金額4,330百万円）。

  株式会社ゲオ（当社）ストッ

ク・オプションの目的となる株

式の数、3,930株（第３回新株予

約権、第４回新株予約権）。

　この概要については、「第４提

出会社の状況１株式等の状況

（2）新株予約権等の状況」に

記載のとおりであります。

  株式会社ゲオエステート（子

会社）ストック・オプションの

目的となる株式の数、106,000

株。

　株式会社フォー・ユー（子会

社）ストック・オプションの目

的となる株式の数、7,876株。

　株式会社アークコア（関連会

社）ストック・オプションの目

的となる株式の数、10,901株。
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（２）【その他】

当連結会計年度における四半期情報

  (訂正前) 110ページ　

 

第１四半期

自平成20年４月１日

至平成20年６月30日

第２四半期

自平成20年７月１日

至平成20年９月30日

第３四半期

自平成20年10月１日

至平成20年12月31日

第４四半期

自平成21年１月１日

至平成21年３月31日

売上高（百万円） 54,143 61,335 67,068 69,757

税金等調整前四半期純利益

金額（百万円）
68 686 2,676 2,293

四半期純利益金額又は四半

期純損失金額

（△）（百万円）

△481 △247 1,410 1,027

１株当たり四半期純利益金

額又は１株当たり四半期純

損失金額（△）（円）

△853.09 △437.45 2,523.94 1,916.58

  (訂正後)　　

 

第１四半期

自平成20年４月１日

至平成20年６月30日

第２四半期

自平成20年７月１日

至平成20年９月30日

第３四半期

自平成20年10月１日

至平成20年12月31日

第４四半期

自平成21年１月１日

至平成21年３月31日

売上高（百万円） 54,143 61,335 67,068 69,651

税金等調整前四半期純利益

金額（百万円）
68 686 2,676 2,239

四半期純利益金額又は四半

期純損失金額

（△）（百万円）

△481 △247 1,410 972

１株当たり四半期純利益金

額又は１株当たり四半期純

損失金額（△）（円）

△853.09 △437.45 2,523.94 1,813.91
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　 独立監査人の監査報告書及び内部統制監査報告書 　

 平成23年５月19日 

株　式　会　社　　ゲ　オ  

 取　締　役　会　御　中   

 有限責任監査法人  ト ー マ ツ 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 松   岡   正   明　 　印

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 水   野   信   勝　 　印

＜財務諸表監査＞ 

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられ

ている株式会社ゲオの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の連結財務諸表、すなわち、連結貸借

対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書、連結キャッシュ・フロー計算書及び連結附属明細表について監査

を行った。この連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から連結財務諸表に対する意見

を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監

査法人に連結財務諸表に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。監査は、試査を基礎

として行われ、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体と

しての連結財務諸表の表示を検討することを含んでいる。当監査法人は、監査の結果として意見表明のための合理的な基

礎を得たと判断している。

当監査法人は、上記の連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式

会社ゲオ及び連結子会社の平成21年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する連結会計年度の経営成績及び

キャッシュ・フローの状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

　

追記情報

１．有価証券報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は金融商品取引法第24条の２第１項の規

定に基づき連結財務諸表を訂正している。当監査法人は訂正後の連結財務諸表について監査を行った。

２．連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項に記載されているとおり、会社は当連結会計年度より「棚卸資

産の評価に関する会計基準」を適用している。
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＜内部統制監査＞ 

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第２項の規定に基づく監査証明を行うため、株式会社ゲオの平成21年３

月31日現在の内部統制報告書について監査を行った。財務報告に係る内部統制を整備及び運用並びに内部統制報告書を

作成する責任は、経営者にあり、当監査法人の責任は、独立の立場から内部統制報告書に対する意見を表明することにあ

る。また、財務報告に係る内部統制により財務報告の虚偽の記載を完全には防止又は発見することができない可能性があ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の監査の基準に準拠して内部統

制監査を行った。財務報告に係る内部統制の監査の基準は、当監査法人に内部統制報告書に重要な虚偽の表示がないかど

うかの合理的な保証を得ることを求めている。内部統制監査は、試査を基礎として行われ、財務報告に係る内部統制の評

価範囲、評価手続及び評価結果についての、経営者が行った記載を含め全体としての内部統制報告書の表示を検討するこ

とを含んでいる。当監査法人は、内部統制監査の結果として意見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。

当監査法人は、株式会社ゲオが平成21年３月31日現在の財務報告に係る内部統制は重要な欠陥があるため有効でない

と表示した上記の内部統制報告書が、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の評価の基

準に準拠して、財務報告に係る内部統制の評価について、すべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

　

追記情報

１．内部統制報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は金融商品取引法第24条の４の５第１項

の規定に基づき内部統制報告書を訂正している。当監査法人は訂正後の内部統制報告書について監査を行った。

２．内部統制報告書の訂正報告書に記載されているとおり、会社及び一部の連結子会社において全社的な内部統制及

び全社的な観点で評価する決算・財務報告プロセスに関する内部統制に重要な欠陥があり、会社は連結財務諸表

の訂正を行った。この結果、必要な修正はすべて訂正した連結財務諸表に反映されており、財務諸表監査に及ぼす

影響はない。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上 

※　１．上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は有価証券報告書提出会社が別

途保管している。

２．連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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